
４
日
（
水
）
、
市
議
会
は
市
長

に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
関
す
る
要
望
書
」
を
提

出
し
ま
し
た
。
市
議
会
は
、
「
執

行
部
が
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
専

念
す
る
た
め
に
一
般
質
問
を
取
り

下
げ
た
。
」
と
し
、
下
記
の
７
項

目
を
要
望
し
ま
し
た
。

９
日
（
月
）
、
市
議
会
全
員
協

議
会
が
開
か
れ
、
要
望
書
に
対
す

る
執
行
部
か
ら
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
議
員
か
ら
は
様
々
な
質
問

や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
主
な

内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

【
要
望
事
項
①
に
つ
い
て
】

対
策
本
部
会
議
な
ど
で
情
報
交

換
し
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て
い

る
。
春
日
部
保
健
所
と
密
接
に
連

携
し
て
い
る
。

【
要
望
事
項
②
に
つ
い
て
】

最
新
の
情
報
を
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
市
民
か
ら
の
相

談
は
一
日
５
～
10
件
程
度
。
市
民

の
問
い
合
わ
せ
に
回
答
で
き
る
よ

う
職
員
向
け
Ｑ
＆
Ａ
を
発
行
・
更

新
し
、
丁
寧
に
対
応
し
て
い
る
。

【
要
望
事
項
③
に
つ
い
て
】

こ
れ
ま
で
陽
性
患
者
の
入
院
は

な
い
。
感
染
症
病
床
２
床
あ
る
。

患
者
数
が
拡
大
し
た
場
合
、
安
全

な
医
療
環
境
を
確
保
し
て
一
般
病

床
を
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

保
健
所
の
提
案
で
、
救

急
搬
送
入
り
口
に
検
査
所

の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

消
毒
薬
や
マ
ス
ク
は
確
保

し
て
い
る
。

【
要
望
事
項
④
に
つ
い
て
】

市
の
各
施
設
に
消
毒
剤

を
設
置
、
職
員
に
は
マ
ス

ク
着
用
を
周
知
。
健
康
課

で
一
定
数
の
消
毒
剤
や
マ

ス
ク
を
確
保
し
て
い
る
。

【
要
望
事
項
⑤
に
つ
い
て
】

市
主
催
・
共
催
の
イ
ベ

期
。
卒
業
式
等
は
徹
底
し
た
対
策

を
講
じ
て
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

【
要
望
事
項
⑥
に
つ
い
て
】

２
日
か
ら
１
・
２
年
生
、
特
別

支
援
学
級
の
児
童
・
生
徒
の
学
校

で
の
一
時
預
か
り
を
実
施
（
８
時

半
～
16
時
）
。
９
日
か
ら
全
学
年

対
象
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
、

正
午
か
ら
19
時
ま
で
受
け
入
れ
て

い
る
。
今
後
、
１
～
２
回
の
登
校

を
検
討
し
て
い
る
。

議
員
か
ら
、
家
庭
に
い
る
児
童
・

生
徒
と
の
連
絡
強
化
、
自
習
だ
け

で
な
く
遊
び
や
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き

る
公
園
や
校
庭
の
開
放
、
給
食
な

ど
に
よ
る
支
援
、
い
じ
め
対
策
な

ど
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
要
望
事
項
⑦
に
つ
い
て
】

商
工
振
興
課
で
随
時
相
談
を
受

け
付
け
て
い
る
。

松
本
ひ
ろ
か
ず
議
員
は
、
「
市

の
職
員
数
は
少
な
い
。
執
行
部
と

議
員
が
情
報
を
共
有
し
て
感
染
防

止
対
策
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
」
と
主
張
し
ま
し
た
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

情
報
を
共
有
し
、
全
力
で
感
染
防
止
を

３月４日、市議会が市長に提出した「新型コロ

ナウイルス感染症対策に関する要望書」(前文略)

① 市役所内の情報共有、国、県、医師会など

関係機関との連携・強化

② 市民からの相談体制の整備

③ 市立医療センターの感染者用入院病床の増

④ 各施設に消毒剤の設置、職員のマスク着用

⑤ 行事中止の判断基準の明確化

⑥ 臨時休校での児童・生徒の居場所確保、学

童保育受け入れ体制の充実

⑦ 市内業者の相談窓口設置と支援

ン
ト
等
は
原
則
中
止
・
延

<生活相談は日本共産党へ> 秋山文和℡761-8670 うづき武彦℡761-6185 松本ひろかず℡752-3947
並木としえ℡737-4576 大野とし子℡746-6136 今尾やすのり℡761-3676 坂巻かつのり℡752-6025
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２
月
22
日
、
平
和
・
民
主
・

革
新
の
日
本
を
め
ざ
す
春
日
部

の
会
（
春
日
部
革
新
懇
）
は
、

「
原
発
ノ
ー
・
原
発
を
考
え
る

春
日
部
市
民
の
集
い
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

講
師
は
、
伊
藤
達
也
氏
（
元

福
島
県
議
）
と
、
牛
山
積
氏

（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）
の

二
人
で
し
た
。

伊
藤
達
也
氏
は
、
福
島
第
一

原
発
か
ら
40
キ
ロ
圏
内
の
福
島

県
い
わ
き
市
の
状
況
を
報
告
し

ま
し
た
。

２
０
１
９
年
12
月
25
日
現
在
、

避
難
し
て
い
る
い
わ
き
市
民
は

２
７
８
３
人
で
、
周
辺
自
治
体

か
ら
い
わ
き
市
に
避
難
し
て
き

て
い
る
方
が
１
万
９
１
８
７
人

も
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
福
島
県
の
避
難
指

示
区
域
等
の
居
住
状
況
（
避
難

指
示
12
市
町
村
。
い
わ
き
市
を

除
く
）
は
、
２
０
１
９
年
11
月

末
現
在
、
元
の
自
治
体
に
戻
っ

て
い
な
い
人
が
６
万
人
以
上
も

い
ま
す
、
こ
れ
は
避
難
指
示
区

域
の
人
数
で
、
政
府
の
言
う
区

域
外
の
人
数
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
放
射
線
の
影
響
が
、

ど
の
よ
う
に
出
て
く
る
か
は
デ
ー

タ
を
収
集
し
て
い
か
な
け
れ
ば

わ
か
ら
ず
、
「
復
興
」
な
ど
と

は
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
と
強

調
し
ま
し
た
。

牛
山
積
氏
は
、
脱
原
発
の
根

拠
と
し
て
、
①
安
全
神
話
の
崩

壊
、
②
原
発
事
故
の
与
え
る
被

害
は
地
理
的
・
時
間
的
に
深
刻
、

③
原
発
の
発
電
コ
ス
ト
は
他
の

電
源
コ
ス
ト
と
比
較
し
て
安
く

な
い
、
④
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
原

子
力
に
代
わ
る
選
択
肢
が
あ
る
、

⑤
２
０
１
３
年
９
月
か
ら
２
０

１
５
年
８
月
ま
で
の
１
年
11
か

月
間
、
す
べ
て
の
原
発
は
稼
働

停
止
し
た
が
電
力
の
需
給
関
係

に
支
障
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
、

⑥
使
用
済
み
燃
料
、
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
・
処
分

の
目
途
が
た
っ
て
い
な
い
、
こ

と
を
あ
げ
ま
し
た
。

各
地
の
原
発
再
稼
働
に
対
す

る
差
し
止
め
請
求
訴
訟
な
ど
を

報
告
し
、
「
絶
対
安
全
性
」
を

担
保
し
え
な
い
原
発
推
進
・
再

稼
働
は
「
人
権
を
侵
す
こ
と
で

あ
り
、
憲
法
違
反
で
あ
る
」
と

強
調
し
ま
し
た
。

最
後
に
「
原
発
ゼ
ロ
基
本
法

案
」
を
提
出
し
た
野
党
共
闘
へ

の
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
質
問
や
意
見
が

出
さ
れ
、
「
脱
原
発
」
で
力
を

合
わ
せ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
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休
日
の
当
番
医

６
万
人
以
上

元
の
自
治
体
に
戻
れ
な
い

人
権
侵
す
原
発
は

憲
法
違
反

伊藤達也氏

原
発
と
生
命
は
共
存
で
き
な
い

原

発

問

題

学

習

会

牛山 積氏

春
日
部
革
新
懇


